
皿.各 部門別の生産 と販売の概要

1.湯 浅農場

1)柑 橘部門 担 当 堀川勇次

(1)概 況

早生 ウンシュウミカ ンの`宮 川早生'を 約237a,普 通 ウンシュウミカ ンの`林 温州'を 約35a栽 培

している.樹 齢は35～48年 生で,古 い樹 は改植時期 にきている.施 肥,薬 剤散布 とも農用機械で行 っ

てい るため,農 用機械 が走行 できる通路を確保す る必要 があ り,植 栽本数は10a当 た り約120本 と少な

い.

(2)栽 培の概要

病害虫防除,施 肥お よび除草剤散布実績は第2表,第3表 お よび第4表 の通 りである.

第2表 柑橘の病害虫防除実績

防除時期 農薬名 倍率 対象病害虫名

3月9日

4月11日

5月20日

5月31日

6月9日

6月22日

7月15日

8月10日

9月7日

9月23日

11月7日

トモ ノールS

ICボ ル ドー66D

アプロー ド水和剤

ロデ イー乳剤

ナ リアWDG

エ ムダイ ファー水和剤

モ ス ピラン水溶剤

エル サ ン乳剤

ジマンダイセ ン水 和剤

トモ ノールS

スプラサイ ド乳剤40

ジマ ンダイセ ン水 和剤

ア ドマイヤー フ ロアブル

サ ンマイ ト水和剤

エ ムダイ ファー水 和剤

ハ チハチ フロアブル

スプラサイ ド乳剤40

ジマ ンダイセ ン水 和剤

ダニエモ ンフ ロアブル

ア ドマイヤー フ ロアブル

リ ドミルMZ水 和剤

ベ フラン液剤

ベ ンレー ト水和剤

60

40

1,000

2,000

2,000

600

3,000

1,000

400

200

1,000

400

3,000

3,000

600

2,000

1,000

400

4,000

4,000

750

2,000

3,000

カイガ ラムシ類,ハ ダニ類

かい よ う病

カイガ ラムシ類

アブ ラムシ類,シ ャク トリムシ

灰 色カ ビ病,そ うか病,黒 点病

黒点病

アザ ミウマ類,ア ブ ラムシ類

カイガ ラムシ類

黒点病

カイガ ラムシ類,ハ ダニ類

カイガ ラムシ類,ゴ マダ ラカ ミキ リ

黒点病

アザ ミウマ類,ア ブ ラムシ類

チ ャノホ コ リダニ,サ ビダニ

黒点病

アザ ミウマ類,サ ビダニ

カイ ガラムシ類,ゴ マダ ラカ ミキ リ

黒点病

ダニ類

カ メムシ類,ア ザ ミウマ類

褐色腐敗病

貯蔵病 害

貯蔵病 害
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第3表 柑橘の施肥実績

施肥時期
肥 料名 ・施肥 量

(kg)

N-P-K成 分 量

(kg)

春肥

秋肥

3.月31日 ～4.月1日

10月26日

フ ィ ッ シ ュ プ ロ テ イ ン

(N6-P6-K4)

10a当 た り160

フ ィ ッ シ ュ プ ロ テ イ ン

10a当 た り180

9.6-9.6-6.4

10.8-10.8-7.2

合計 10a当 た り340 20.4-20.4-13.6

第4表 柑橘の除草剤散布実績

散布時期 農薬名 倍率 対象雑草

5月6日

6月23日

10.月31目

タッチ ダ ウンIQ

タッチ ダ ウンIQ

タッチ ダ ウンIQ

100

100

100

1年 生雑草,多 年生雑草

1年 生雑草,多 年生雑草

1年 生雑草,多 年生雑草

(3)収 穫お よび販売状況

2011年 は雨が定期的に降 り,大 玉傾向になった.品 質 は糖度が約11度 と比較的高かった.収 量 は

約140tで 昨年 の約2倍 であった.主 に学内販売 し,一 部はジュース加 工に使用 した.



2)マ ンゴー部門 担当 藤 田卓也

(1)概 要
`アー ウィン'を ハ ウス20aで 栽培 している.2011年 は冬の気温が低 く,開 花 時期は平年並であ

った.

(2)栽培 の概要

時期別作業内容,施 肥実績お よび病害虫防除実績は第5表,第6表 お よび第7表 の通 りである.

第5表 マンゴーの時期別作業内容

時 期 生 育 相 作 業 内 容

1月 上旬

2月

3月 下旬

4月 上旬

中旬

下旬

5月 下旬

6月

7月 上旬

8月 上旬

8月 下旬

9月 上旬

9月 中旬

10月

花芽形成

花芽形成

出蕾期

開花期

開花期

開花最盛期

結実期

果実肥大期

果実肥大期

収穫初期

収穫最盛期

収穫終期

せん定期

新梢充実期

除草(除 草剤使用)飛 び花切除

芽かき

花穂 吊り上げ,粘 着 トラップ設置

花穂 吊り上げ

花穂 吊り上げ

受粉促進のための ミツバチ放飼(1か 月間)

花弁落 とし(灰 色カ ビ病対策)

摘果,果 実吊り上げ,遮 光ネッ ト被覆

摘果,果 実吊り上げ

収穫(朝 ・夕2回),出 荷(午 前中)

収穫,出 荷

収穫,出 荷

せん定

芽かき,2号 ハウスに苗木定植

第6表 マンゴーの施肥実績

施肥時期 肥料名 ・施肥量 10a当 り施肥 量

(kg)

N-P-K成 分 量

(kg)

3月7日

5月23日

9月17日

9月22日

10月28日

フ ィ ッ シ ュ プ ロ テ イ ン

(N-P-K-Mg7-7-5-2)

さ ざ な み 有 機

(N-P-K8-12-10)

オ ー ケ イ 加 里

(P-K-Mg3-15-7)

さ ざ な み 有 機

(N-P-K8-12-10)

バ イ オ 有 機

(N-P-K1.3-1.1-0.36)

苦 土 石 灰

60

20

40

60

108

60

4.2-4.2-3.0

1.6-2.4-2.0

0.0-1.2-6.0

4.8-7.2-6.0

1.4-1.2-0.4

合計 12.0-16.2-17.4
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第7表 マンゴーの病 害虫防除実績

防除時期 農薬名 倍率 対象病害虫名

2月4日

3月17日

5月2日

5月19日

6月10日

7月1日

9月28日

11月1日

コテ ツフ ロアブル

ジマ ンダイセ ン水和剤

ス ピノエ ース穎粒

モス ピラン水溶剤

ス トロ ビー ドライ フ ロアブル

アーデ ン ト水 和剤

ス トロ ビー ドライ フ ロアブル

コテ ツフ ロアブル

ス ミレックス水和剤

モス ピラ ン水 溶剤

ア ミスター10フ ロアブル

ア クタラ水 和剤

サ ンマイ ト水和剤

アーデ ン ト水和剤

オー ソサイ ド水和剤

2,000ス リ ッ プ ス 類

800炭 そ 病

3,000ス リ ッ プ ス 類

2,000ス リ ッ プ ス 類

2,000灰 色 カ ビ

1,000ス リ ッ プ ス 類

2,000炭 そ 病

2,000ス リ ッ プ ス 類

1,000軸 腐 病

2,000ス リ ッ プ ス 類

1,000炭 そ 病

2,000ス リ ッ プ ス 類

1,500ホ コ リ ダ ニ

1,000ス リ ッ プ ス 類

600炭 そ 病

(3)収穫 および販売状況

収穫時期 は,昨 年 と同様 に早かったが,収 穫量は前年

度 よ りも多かった(第8表).市 場に出荷 し,大 阪や神

戸な どの百貨店で販売 されてい る.昨 年 と同様 に,2級

品の小箱 を学内販売 し,好 評であった.

第8表 マ ンゴー の販 売量

販売量(kg)

2009年

2010年

2011年

3063

888

1915





4)水 稲部門 担当 中東 豊

(1)概 況

約160aの 水 田に,キ ヌ ヒカ リ130a,イ クヒカ リ30aを 栽培 した.

(2)栽培 の概要

周辺水 田の水管理 に足並みを揃えるため,例 年 よ り1週間程度早い5月2日 に塩水選,5月9日 に播種 を

行った.発 芽および苗生育は順調 に進み,5月30日 に田植 えを行った.梅 雨期 は雨が多かったが,き れ

いな稲 に仕上がった.ま た,9月3～4日 の台風12号 による水 田被害はほとん どな く,病 害虫の発生 もみ

られ なかった.防 除お よび除草剤散布実績 は第10表 の通 りである.

(3)収穫お よび販売

水稲の販売実績は第11表 の通 りである.個 人販売 に加 えて,今 年 も全学部,農 学部祭お よび生物理

学部祭に 白米 と玄米約430kg近 くを販売 し,好 評を得た.

第10表 水稲の病害虫防除および除草剤散布実績

種類 防除時期 農薬名 倍率 ・使用量 対象病害虫名

種籾消毒

除草

(初期)

除草

(中 ・後期)

病害虫防除

5月2日

6月8日

6月22日

6月3日

6月27日

7.月21～22日

8.月22～24日

ス ポル タ ック乳剤

バイ ジ ッ ト乳剤

イ ッテ ツ1キ ロ粒剤

サス ケー ラジカル

ジヤンボ

ハイカ ッ ト1キ ロ粒剤

(一部水 田)

ス ク ミノン

(一部水 田)

パ ダンバ ッサ粒剤

バ リダシン液剤5

パダ ンSG水 溶液

アプ ロー ド水和液

MR.ジ ョー カーEW

ブ ラシ ンフロアブル

1,000倍

1,000倍

1kg/10a

10パ ッ ク/10a

lkg/10a

ごま葉枯病,い もち病

イネ シンガ レセ ンチ ュ ウ

一年生雑草等

一年生雑草等

4kg/10aス ク ミ リ ン ゴ ガ イ

3kg/10a

1,000倍

1,500倍

1,500倍

2,000倍

1,000倍

ニカ メイ チュ ウ等

紋枯病等

ニカ メイ チュ ウ等

ツマ グロ ヨコバ イ幼 虫等

カメム セ,ウ ンカ等

い もち病等,ご ま葉枯病等

第11表 過去3年 間の玄米販売量および販売金額

玄米袋数(30kg入) 販売金額(円)

2009年

2010年

2011年

257袋

238袋

271袋

2,010,200

1,904,100

2,211,650

(白米含む)

(白米含む)
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3)ミ ニブ タ部 門 担当 岩森 明彦

2011年 は ミニブタの分娩を5回,自 然分娩 と誘起分娩(ホ ルモ ン注射)で 行 なった(第15表).死 亡

原 因としては,3月3日 は母豚 がかみついて死亡,9月27日 は未熟児であ り,12月2日 は妊娠 日齢112日 と

早 かったた め,ヒ ーターの準備不足であった.

今後 は,育 児 の不適応な母豚については繁殖に供 しないよ うに したい.ま た,冬 場の低温時にお け

るヒーターの温度管理,分 娩房の上蓋の開閉を厳重 にし,早 期 出産にも対応で きるよ うに したい.

第15表 ミニブタ生産状況

出産 日 出産数

(頭)

離乳 日

2011年1月10日

2011年1.月21日

2011年3月3日

2011年9月27日

2011年12月2日

♂4

♂3

♂2

♂2

♂3

♀1

♀2

♀1

♀2

♀3

(♀1死 産 ♂1圧 死)

(♂2♀1死 亡)

(♂1死 産 ♂1,♀2死 亡)

(♂2,♀2死 産 ♀1死 亡)

2月4日

2月18日

哺育中

*1/10:自 然 分 娩,1/21,3/3:誘 起分 娩(そ れ ぞれ 前 日に ホル モ ン注射),9/27,12/2:自 然 分 娩


